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11)は じ め に

戦後 の都 市 の概 念 は 戦 前の それ と 異 る。 戦 後 の 都市 と いえば,人 口過 密 な 非 農業地

域 で あ ったのが,戦 後 の それ は 戦 前 の核 を と りまいて,そ の 中に バ ー ジ ェス的 な圏構 造

(concentriczonestructure)が 形成 されて い るこ とで ある①。 つ ま り市 域 が拡大 され,

市域(cityregion)と 都 市域(urbanregion)と が必 らず しも一 致 しな くな った ことで あ

る。 この傾 向は昭和28年10月 に町村 合併促 進法 が施行 されて以 後の こ とで あ って 当時286

だ った市 の数 も1974年,す なわ ち昭和49年1月1日 現在 では643市 をか ぞえて い る②。

従 って 都市 の系譜 や機 能 を考 え る場合 に も,し か く簡単 で はない。 このため人 口集 中地 区

(DenseleyInhabitedDistrict=DID)③ が設定 された り,そ の市 の性格 を端的 に示す には

産 業別人 口の比 率が問題 にな るので あ る。 同様 にその都市 を歴史 的発 生 によ って分 類す る

場合 に も,戦 前 の よ うに簡単 に旧城下 町や 旧宿 場町,門 前 町出身都市 等 とのみ いい切れ な

い よ うにな った。す なわ ち歴 史的都市 の場合 には中央 の核 を なすC.B.D(centralbusiness

district)が,旧 城下 町だ け とい ったい わゆ る 歴 史的単核 都市 も存在 す るが,そ うで はな

く,2つ 以 上 の歴 史的核 が併存す る場合 もあるので あ る。 大津市 もそれで あ って,筆 者 は

これ らの都市 を歴 史的複核都市 と呼 んで い る。す なわ ち現 大津市 の場合 で はそ の名 も港町

や宿場 町を 兼ね た商 業交通都市 域 と して の浜大津 と,膳 所 を 中心 と した旧城下 町域,旧 門

前町 坂本,そ れ に今 は廃壇都 市 とな って核 を形成 は しないが,旧 近江 国府域 や旧大津 京域

等現 大津市域 中には多 くのふ るい歴 史的核 が存在 す るのであ る。

本文 で はこの うち大津 市 の坂本町 を中心 と して,こ の歴 史的核 が現在 に あ って は大津市

の 中で どん な関係 にあ り,過 去 にあ って は どうで あ ったか を歴 史地理学 的 に分析 し,現 歴

史的広域 都市 た る大津市 の性格 を検討 して みた い と思 う。

(2)広 域大津市域の誕生 と歴史 的核

大津市 の昭和48年6月 現在 の人 口は182,159人 で あ る。 明治31年10月 に市 制実施 をみ た

当時の大津市 域 は現 在 の浜大津 を中心 と した中央地区 のほか,平 野,逢 坂,藤 尾地 区をふ

くむ面 積14.25km2,当 時の人 口に して32,446人 の歴 史的 な港 町で あ った。 当時 もとよ り旧

城下 の膳 所町 との問 にはconurbationは 形成 されて いなか った。

それが昭和7年5月 にな って近郊 村 の滋 賀郡滋 賀村 を合 併 した。滋 賀村 はい うまで もな

く湖 西南部 の旧大津 京域 であ る。 つ いで翌8年4月 にな って東 の膳所,石 山両 町を合併 す

るこ とにな った。 さ らに戦後 の昭和26年4月 に は同 じ滋 賀郡湖西部 の雄 琴,坂 本,下 阪 本

の3町,湖 南 の大石,田 上2町 を,さ らに同42年4月 には瀬 田,堅 田両 町を編入 した。 堅

田 もまた湖港 で あ り,寺 内町で ある とい った歴 史的核 を そなえて い る。か くて現在 で は大

津市 の面積 は304.21km2で 京都 市域 の約半分 とな ってい る。
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ところで第1図 に示 した現大津域市

域中に占める現存の歴史的核と今は廃

嘘化 したそれを記入すると,ま ず前者

では現大津市域の中央区を形成す る浜

大津 と,本 田氏7万 石の城下町だった

膳所の他に,日 吉大社の門前町であり
ウ

かつ中世における延暦寺の外港だ った

上下両阪本町 と上述の堅田町があげ ら

れ る。

これに 対 して 後者には ふ るくは 景

行,成 務,仲 哀3天 皇の都であった高

穴穂宮があり,古 代中世の北陸道への

始発験であった穴太,さ らにわずか5

年間の天智天皇の都であった大津京域

や近江国府の所在地等があげ られ る。

しか しこの後3者 は現大津市 には何等

関係のない廃嘘的古代 の歴史的核 とい

うべ きものである。ただその間にあっ

て現穴太市街は中世末か ら近世にかけ

ては阪本 と結ばれ,現 在でも行政上 は

大津市上阪本の穴太になってい る。

つぎに現大津市域の学区別にみた昭

和45年 国勢調査当時の人 口及び産業別

人口数をあげるとつぎの如 くなる。

第1図 大津市域における歴史的核
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このうち中央学区 とは狭義の浜大津地区 葛川

であり,平 野学区は浜大津 と膳所 との間に 伊香立

真野あ って,明 治後両者のconurbationに 役立

った漸移地区である。 ほかに葛川か ら堅田 雄琴

に至る各学区は広義の堅田学区に入れ られ

る(第2図 参照)。いずれにせよこれ らの統

計によると大津市全体 としては第3次 産業

人・砒 率が多曜 史的獅 であることが 藤尾 中央 平野.

わかる。ついでこれを学区別にみるとまず 逢坂 や.膳 所 ・ll・・'

人口絶対数の多いのは膳所学区についで,

その南の晴嵐学区,つ いで逢坂,中 央両学

区を合せた旧浜大津地区,さ らに湖西側で 。・大 石a

は南の坂本以下 浜大津迄に 至 る地区と な 第2図 大津市域の学区別区分

る。 そこで昭和45年 の国勢調査時での大津

市のD・1・Dの 面積及び人口並びに市全体に占め る比率を示すとつぎの如 くな り④,さ らに

この範囲を斜線で図示す ると第3図 のごとくなる。
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これ に よ ると大津市 はD・1・D人 口の上で は54.4°oで 過 半を 占あ るが,面 積 に至 って は

わずか に4.1°oに す ぎず,同 じ広域 市なが ら京都市 の16.7°oの%に す ぎない。 さ らに これ

を さきの学区 別の産 業別人 口の比率 につ いてみて も,葛 川以下堅 田地 区 まで は第1次 人 ロ

の 占め る割合 が極 めて多 く,膳 所か ら石 山にか けての湖南地 区 の工業地帯 に第2次 入 口が

多い の と対照 的で あ る。

さて 第3図 でみ るよ うに昭和45年 現 在 のD・1・m人 口密度1㎞2当 り4,000人 以上 で,し

か も 人 口5,000人 以上 の地 域 を構 成す る一 の北 限 は 湖西 で は 近 江神 宮駅 まで とな って い

る。 つ ま り現大 津市 の昭和45年 度 のD・1・Dは 現 在 京阪電車 の石坂線 が通 じてい る地 域 にほ

ぼ合 致す るとい って よい。 そこで筆 者 は2年 後 の同電 車沿線駅 で の乗降者数 を調査 してみ

た⑤。 第3図 の ドッ ト中に1日 の乗降者 数を記 した。 これ によ ると京阪三条線 が交 叉す る

浜大 津駅 を除 くと第1位 は国鉄 と交叉 す る京阪 膳所駅 の9,143人,つ いで やは り国鉄 と交

叉す る京阪 石山駅が8,399人 とな って第2位,第3位 が じつ は坂本 駅 の6,019人 とな る。 と

ころが これ を前年 との増加 率を み ると各駅 と もいずれ も減少 して い るの に対 して坂本 で は
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増加率5.0%を とる。 ほかにこの

場合は,滋 賀里駅6.4%と なって

湖西側 に増加の傾向をみる。 これ

は近年 における湖西側の住宅団地

の激増 に負 うている。 うちここ数

年間では近江神宮駅までの増加が

著 るしく,た めに上掲の昭和45年

度のD・1・Dの北限を 形成すること

になったのであるが,以 後は目下

それ以北に都市化が進行 している

ことが わか る。穴 太,松 ノ馬場 両 〔▲0.t%〕

駅 はい うまで もな く行 政上 は上坂 皇子山

本 町 に所 属す る。 ところが本 昭和1,799

49年7月 か ら江 若鉄道 の後 を うけ 〔0・6%〕

て国鉄の湖西線が開通することに

なり,今 後はさらに下阪本は勿論

のこと,湖 西側での坂本以北の都

市化の進行が予想され る。 しか ら

ばつぎに歴史時代 の阪本 と明治以

後のその変貌についてみよう。

(3)歴 史的核坂本の

過去 と現在

現在大津市上坂本の中には延暦

寺日吉神社の門前町と しての坂本

本町と,「 延喜式」にみる北陸道

穴多駅のおかれた穴太がふ くまれ

る。景行,成 務 ・仲哀三天皇の高

穴穂宮がおかれた穴太部落は,対

第3図

岸 に居住 していた帰化人の天 日槍 とも関係が深 く,中 世後も古西近江路の交通集落と して

栄え,や がてここには安土城や上坂本にある延暦寺の里坊 の石垣をきずいた石工の居住地

ともな った。 また中世末その西南方の壷笠山に山城が構築された場合の旧城下町を も形成

することになった。現在上坂本にではな く穴太部落に 「馬場」 という小字名を残こすのは

その名残 りであると思われる。 これ らの詳細についてはすでに拙文に発表 した⑥か らここ

では省略す る。 今はいば らが多 く,石 塁の若干をとどめる壷坂山城(420.4m)は もとは

叡山防備のたあの延元年間の築城 とされ るが,そ の後織 田信長の叡山焼打後,今 度は叡山

監視の 目的で明智光秀が光春を してここに拠 らしめ,光 秀が元亀2年(1571)下 阪本の湖

畔に坂本本城を築いたのに対 し山城的な性格を有 していたものである。従って穴太はまた

下阪本 とも深い関係があったようである。ところで上下両阪本部落についてはともに関係

が深 く,下 阪本 は延暦寺の外港で中世にあっては北陸各地の荘園か らの貢租米の湖上輸送

による荷揚港であ り,か つは西近江路に沿 う街道集落であったのに対 して,上 坂本は延暦
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灘
寺,日 吉神社の門前町として叡山に居住する僧侶や寺への物資の供給地 として栄えたこと

はい うまでもない。 しか も元来 日吉山王大社は比叡山の地主神,天 台宗の護法神 として延

暦寺と密接な神仏習合の関係を形成 して来た⑦ふるい神社である。 さらにこの祭神は大山

咋神であることがr古 事記』に出ている。建暦元年(1211)日 吉神社の火災によって坂本

の在家2千 余戸が灰儘に帰 した様子が文献に見える⑧が,そ の頃の町の様子等を しるした

絵図等は 存在 しない。 叡山文庫には 「湖辺 の図」,「 滋賀院領之図」その他可成 りの絵 図

が保存されているが,そ れらはいずれ も江戸中期以後のものである。 しかも絵図によると

上下阪本間には田圃が横わり,両 者間のコンナベーションは形成されていない。また光秀

の坂本城の範囲について も不明で,郷 土史家の津田幸種も字名の 「城畔」,「的場」,「城」,

「お馬屋敷」等を指摘す る⑨が,現 在東南寺前の坂本城趾の碑のある箇所を中心 として,

東は琵琶湖畔にのび北は酒井神社の北,西 は酒井両社神社をふ くむやa西 のあたりまでと

思われるが,地 籍図か らす る復原はなかなか困難である。けだ しこの下阪本の町は元来西

近江路の宿駅兼湖港と して発達 し,城 下町として発生 した町ではないか らである。その城

下町としての生命 も元亀2年 か ら天正10年(1582)に 至 る10年 間 以上も 存 したのである

が,本 能寺の変後の廃城によって,建 物は来迎寺その他大津城に移行 され,も とより町の

具体的様子を物語る絵図は現存 していない。ただその間にあって,坂 本城下の中心地を通

ったと思われ るその名も 「大道町」あたりの街道筋は軍事的目的もあって曲折 して遠見遮

断を形成,ふ るい近江路の宿場兼湖港集落が3城 下町の設立に伴 って改変 されたのではな

いか と思われ る。 さらに伝教大師が開祖だといわれ る現東南寺に残こる無数の石仏等は明

智家の家臣団その他ここの住民への供養塔 と思はれ,さ らに同寺の東にのこる明智塚や,

水田中のあちこちに残 こる石垣趾等は,こ こに家臣団の住居があった ことを知 らしめる。

結局坂本城の本丸はこの東南寺を中心とした地区におかれたものであろう。又付近には分
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流が多 く,坂 本城は水郷に浮かぶ城を形成 していたもので壷笠山の山城 と対をな していた

のなのである。その他,上 述の地名に 関連するので あるが,現 在 京阪電車駅の 「松 ノ馬

場」か ら酒井神社 に至 る東西の道路はこの付近に穴太とは別な坂本城下の馬場が存在 して

いたことを物語 る。

これに対 して比叡山麓の湖岸段丘上を被覆す る大宮川の谷口扇状地に位置する上坂本は

同扇状地の分流が当時の寺や民家の飲料水をな し,こ こでは穴太か ら足利家に因縁の深い

盛安寺一穴太積の石垣一前か ら日吉大社に至 る南北の街道 と,山 王社か ら下阪本に至る東

西の道路を基準に して100寺 以上存在 した一(但 し,明 治は じめの 「共武政表」の統計に

よると阪本村163下 阪本村15と あるが現在の坂本では現存するものは48)一 里坊を,門 跡

のいた滋賀院御殿を中心に基盤 目型に配置 したものと思われ る。そして上述の南北街道に

沿って旅籠屋や延暦寺,日 吉神社の物資を商 う町家が列んでいたものと思われる。

ところが坂本の人口に関 しては上掲の平沼の論文によって健暦元年 日吉神社辺の火災に

より2千 余戸が灰儘に帰 したとす ると,江 戸時代にはずいぶん人口が減 じていることがわ

か る。すなわち叡 山文庫その他の記録統計によると享保11年(1726)の 上阪本の町方(四

町)1,797人,寺 社504人,他 合せて2,503人 に対 して,下 坂本は1,962人 となってい くぶん

下阪本がす くないが⑪,こ れ らを明治11年 以後の次頁の表と対比 して も.ヒ坂本に較べて下

阪本の方がい くぶん衰たいの傾向をとっている。

つぎに明治後か ら現在に至るまでの両坂本の変化についてみる。まず明治13年 の 「滋賀

県物産誌」によると坂本村 ミ農580軒,傍 ラ茶 ヲ製シhヲ 織 り或ハ雑商又ハ車夫等 ヲ事 トス

ルモノア リ,工20軒,大 工挽引或ハ桶職等ナ リ,商35軒,造 酒造醤油其他呉服小間物旅籠

屋飲食店等ナリミとあり,一 方下阪本村 については ミ西近江路村内ヲ貫通 シテ水路亦舟栂

ノ利ア リ水陸運漕 ノ便ナル コト近郷諸村 ノ及バザル所 トナ リミとあり,こ この人戸319軒

のうち 濃317軒,傍 ラ漁業或ハ採薪及 ビ染物 ヲ事 トスルモノア リテ各異ナ レリミ とある

のみで,商 業等の様子が明かではない。明治12年 の 「共武政表」によると人力車の数は坂

本村5,に 対 して下阪本村14と あり,さ らに現地を ヒヤ リングすることによって,ふ るく

は旅籠屋や問屋だ ったと称 る家並みを見ることが出来る。そこで現景観から明治時代を推

測 してみる。 まず第5図 に見るごとく,酒 井,両 社神社前の松 ノ馬場通 りを東の湖岸まで

出た戸津ケ浜には太湖汽船や湖南汽船の乗 り場があって,な が く浜大津その他の間を往来

した。而 してこの松 ノ馬場通 りと西近江路 と交わる地点,す なわち四ツ辻に北国への道標

があり,「 ふもとや」その他の旅籠屋があった。また七本柳浜付近には今もなお材木問屋

があり,こ こは 日吉神社の御旅所であり,4月13,14日 の祭礼の折の神輿の乗船場 となっ

ている。 ここか ら北比叡辻までを湖上渡御 して,神 霊は山王馬場通 りを日吉神社 まで還幸

するのであり,今 もなおこの山王祭は滋賀県の代表的な祭りの行事 としてつづけ られてい

る。その他屋号をもつふるい商家も可成 りあり,寺 院が多 く残 っていることも下阪本の特

色である。また町の南はつれの唐崎は大津京時代の外港であり,こ この唐崎の松は近江八

景の1に もかぞえ られた。付近 にはまた日吉神社の第一神門がおかれている他,唐 崎神社

には江戸時代の灯籠が寄進 されている。 これ らの様子は文化ll年(1814)刊 行の 「近江名

所図会)に も しるされ,例 えば 「七本柳」については ミ柳 七本生ひた り。故に號 く。七社

の神輿乗船の浜なり。但 し柳は八本にて,高 札の表にも八本柳と記 したり受,ま た唐崎明

神については ミ山王大宮初めて現はる ＼地ミと説明 している。同絵図に山王神幸の図が出

ていることはもとよ りのことである。
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これに対 して上坂本でも,南 北街道一・俗称北の北国町通 り一筋には今にふるい伝統をう

たう ミ○○そば、屋をは じあ,各 種の屋号をもつ商家 旅籠屋の家並みが残 こり,今 は石

垣のみ となった廃寺坊 もみ られ る。

いずれにせよ歴史的都市坂本の繁栄期は中世にあったことはい うまでもな く,上 にはの

べなかったが港市 としての上坂本(東 坂本)の 経済交通上 に占める位置が中世の堺や兵庫

に必敵すべ きものであったと中村直勝はのべる。氏は坂本の馬借が京へ山中越によって運

搬す る江州米の売行 きが鈍 ることか ら大挙 して暴動をおこさん としたことや坂本における

関銭のことを述べる。 さらに 藁港市の宿屋は単 なる宿泊業者ではない。其所は一種の取引

所でもあれば,物 品の委托販売者で もあり,仲 買人でもあれば,運 送業者で もあった⑪,

とする。一方この馬借について牧野信之助は 「唐崎」比叡辻馬借点走,当 浦之舟自唐崎村

戸津比叡辻了,毎 月馬二百疋,計 車二十輌」 とある 「日吉社室町殿御社参記」の一文を紹

介 している⑫か ら下阪本の比叡辻や戸津ケ浜に馬借がいたことがわか る。

しか しこの歴史的都市坂本は明治後は寒村 と化 し,昭 和26年4月 になって漸 く大津市域

に編入 されて村か ら町 となった。 ところが大正10年3月 に近年廃止された江若鉄道 の三井

寺下叡山間の工事がなされ るとともに下阪本 と浜大津 との結びつきが出じ,さ らに大津電

車坂本線が昭和2年8月 に開通,同 年比叡山鉄道ケーブルカーが坂本か ら延暦寺に通 じて

か らは上坂本も衰たい化をまぬがれることになった。 これよりさき明治20年 には湖南汽船

が堅田以南の諸港 と浜大津間を結び,同27年 に大津坂本間に定期航路が開かれていたが,

上掲電鉄の敷設によって次第に衰たい していった。 このため例えば大正9年(1920)と 昭

和5年(1925)の5ケ 年間における人口増加をみ ると,滋 賀郡の割合は次頁の如 くなり⑬

電車開通のためか坂本や下阪本村が滋賀村よりも多いことが知 られ る。 しか し何 といって

も湖南の工業地帯や旧城下町膳所やその後東洋 レーヨンのおかれた堅田等 とは比較にな ら

ない。 しか も滋賀郡の36.5°0の増加率は滋賀県下の各郡中最高であり,下 阪本村の30.2%

は現大津市域編入の栗太郡瀬田町の32.3に 近か く,瀬 田町また栗田郡中での最高位を示 し

ている。以後昭和10年 には前掲表のごと くあまり変化はな く,む しろ下阪本村は減少の傾
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向を示 している。 と

ころが,こ こ10年 間

の傾向は前頁の表で

もみ られ るように旧

村周辺での団地化の

傾向が著 るしく,例

えば同表の坂本学区

についてい うと昭和

47年 現在の 穴 太 町

1,199人 の ほか,他

として1,804人 とあ

るのは じつは高穂団

地をは じめとす る市

営その他団地の新設

に伴い京阪電車やバ

ス利用の京都大阪へ

の通勤者が増加 した

ことを 物 語 っ て い

る。 これを農家の専

兼業別についてみて

も,坂 本学区の333

戸,下 阪本の299戸

の うち専業農家はそ

れぞれ6及 び3戸

で,他 は全部兼業農

家であり,し か もそ

の殆んどが第2種 兼

業 農 家 と なってい

る。ところが これを

新設の団地という点

か らす ると,上 の昭

和は じめの統計表か

らはなお坂本村よ り

も増加率が低 くかっ

た滋賀村の近年にお

ける人 口の社会的増

加は著 るしい ものが

ある。昭和40年 ～45

年の5年 間における

学 区 別 増加率は つ

ぎ の 如 くなってい

歴史的複核都市大津と坂本

第5図 下阪本のふるい街道集落
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る。⑭ これ によ ると中部地 区た

る旧大津市街 の人 口は 目下 む し

ろ減少 の傾 向を とるのに対 して

周辺地区 での増加 の傾 向が著 る

しいこ とがわか る。 これを坂本

についてい えば20.7%で,ふ る

い膳所 の2.7°oに 較 べ ると比較

にな らない し,湖 西では 目下滋

賀学 区の41.8%が 目立 つ。 つ ま

り旧市街 を 中心 と したD・1・Dが

す でに飽和状 態 にな り,目 下は

昭和45年 度 にお けるD・1・Dの 北

限で あった近 江神宮駅 か ら滋賀

里をへ て坂 本 に向 ってconurba

-tionが 進行 しつ つあ るとい って

よいので ある。 さらに今後 は京

阪 の坂本以北が 本年度 開通 の湖

西線 によ って都 市化が進行 す る

ことで あろ う。

む す び

もと浜大津にあった大津市役

所ほ現在では旧大津京域南端長

等 地区の 皇子山に おかれて い

る。 ここにはスポーツセンター

もあり,本 年度は京阪石坂線 と

交叉する地点に国鉄湖西線の西

大津駅がおかれ,こ こに将来の

大津市の行政の副都心が形成さ

れんとしている。このことによ

って従来は浜大津との間に水田

で劃されていた湖西の坂本地区

との間に住宅地域が増加するこ

とによってconurbationが 形成

されてい くであろう。 さらに湖

南について いえば 目下 人口 の

decentralizationの 傾向を とる

浜大津の旧市街は依然 として歴

史的商業都市 としての伝統を保

つ一方,湖 岸の埋立地:域背後の
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段丘上にある滋賀県庁の存在 とともに銀行や官庁の出先機関,文 化施設等が進出 し,さ ら

に浜大津そのものは琵琶湖への観光船の発着所としてのふるい湖港に新 しい機能をそえる

であろう。一方膳所は旧城下町であり,も ともと商業的機能を 浜大津に ゆつっていたた

め,そ の後conurbationの 完成 とともに今では浜大津市街の周辺部になっている。 これに

対 して南の石山,瀬 田地区には東洋 レーヨン滋賀工場をはじめ近年では電機,化 学その他

の近代的工場地帯が形成された。瀬田町の低位段丘面にはかつて近江国府が存在 し,そ の

廃嘘の横に今では団地が形成 されている。

か くて歴史的広域都市大津の場合,か つての歴史的核は往時の機能を変化させなが らも

今に生 きている。すなわち天正13年 坂本城は秀吉の命によって浜大津に移城 されたが,さ

らに慶長6年 家康は大津城を膳所に移築 した。以後浜大津には代官所がおかれたが,浜 大

津は東海道五十三次の宿場兼百艘船の湖上輸送の湖港として栄え,明 治後の行政的中心は

浜大津におかれて今 日に到っている。さらに現在ではかつての廃嘘都市大津京域に市役所

を中心とした副都心が,さ らに旧近江国府付近が工業地域になり変ろうとしている。本文

ではかつての歴史的核の1つ である門前港市坂本の場合を中心 として述べた。膳所や浜大

津については,短 文を発表 した⑮ こともあるからそれ らを参照せ られたい。

〔注〕

OE.W.Burgess&R.E.Park:Thecity.1925

H,M.Mayer&C.F.Kohn:ReadingsinUrbanGeography .1959

② 「日本国勢図会』1974

③ 大津市,「 大津市統計年鑑」 昭和45年度

④ 総理府統計局,rわ が国の人口集中地区』 昭和46年

⑤ 京阪電鉄本社(大 阪)の 統計による。

⑥ 藤岡謙二郎,古 西近江路に沿う穴太部落の歴史交通地理学的性格について(小 牧実繁先生古稀

記念 『人文地理学の諸問願』 昭和43年

⑦ 景山春樹 『比叡山』(角 川新書)昭 和41年

⑧ 平沼淑郎,山 門領門前町近江坂本について(「早稲田商学」9の2)昭 和8年

⑨ 津田幸雄,『 ふるさと』 昭和40年

⑩ 小牧実繁監修,『 大津市史』別巻 昭和38年

⑪ 『滋賀県市町村沿革史』第2巻(昭 和42年),第5巻(昭 和37年)及 び叡山文庫蔵の 「上下阪

本人数改帳」等

⑪ 中村直勝,港 市としての坂本cr小 川博士,還 暦記念史学地理学論叢』)昭 和5年

⑫ 牧野信之助,『 土地及び聚落史上の諸問願』 昭和12年

⑬ 小牧実繁ほか、 『近畿地方市町村別人口増減図』(大 正9年 一昭和5年)昭 和11年

⑭ 大津市企画室広報統計課,大 津統計グラフ(昭 和45年 国勢調査持集)

⑮ 藤岡謙二郎,城 下町膳所と浜大津(『 地形図に歴史を読む』第3集)昭 和46年

矢守一彦,膳 所の城下町(F.H.G.No.36.)1974

〔付記〕 坂本と大津といえば夫々小牧実繁,中 村直勝両先生の故郷である。40年 前の

学生時代に両先生に提出したのと変 らない この 短かい レポー トを 両先生に捧

げ,既 往の学思に深謝 したい。(昭 和49年 度夏休み)
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